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平成28年度英語教育1. 英語クラス平成28年度

1. 前年と続けて今年も英語クラスを開催します。

2. 今までの進歩状況予約
1. 7⽉22⽇: 説明会
2. 8⽉2⽇‐3⽇: クラス分けの⾯接
3. 9⽉26⽇: 教材分配
4. 10⽉7⽇: クラス始まる

3. 英語クラスの構成
1. ⼀般英語

1. ⽇程: 10⽉7⽇‐1⽉20⽇ (毎週⾦曜⽇)
2. 参加⼈数: Class A (9⼈) and Class B (8⼈) ‐advanced

2. TOEIC: 
1. ⽇程: 1⽉31⽇‐2⽉24⽇(毎週⽕･⾦曜⽇)
2. 参加⼈数: ⼀つのクラス9⼈
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平成28年度英語教育2. 英語ＳＷ開発

1. 今英語教育の問題点

1) 経済・時間・空間的な問題
 年100万＋の予算が英語クラスで使われる。
 学⽣は中分忙しい、⾃分の研究(専⾨研究と融合研究)で。
 三つ研究科からの学⽣達が集まって英語勉強するのは難しい。

2. ⾊んなWEBサイトがありますが、⼤学院⽣向ける特化されたのがな
い。簡単すぎ、やりすぎ？

 https://srvna.mle.cmc.osaka‐u.ac.jp/anet2/loginou.aspx
 http://www.bbc.co.uk/learningenglish/
 http://home.hiroshima‐u.ac.jp/flare/EnglishStudySite.html
 …

3. ⼤学院⽣向ける特化された英語？
 英語⽂章の細部理解

1. 聞き取り, 例)英語プレゼンテーション
2. 書き取り, 例)英語打ち合わせ(議事録)
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平成28年度英語教育2. 英語ＳＷ開発 – cont.

2. 企画の目的
1) 学⽣達が本格的なグローバリゼーションを⽬指すための英語能

⼒を上げる⽅法として英語教育SWを作る。
• 費⽤が掛からないように。HWIPが終わってもつづく。。。
• 毎⽇15分練習で英語が強くなるように。
• どこでも可能にように。

2) TOP‐DOWN研究のお⼿本を作ろう。
• 必要性から始める融合研究。

• 問題点を解決する。

3. 今の状況
1) Prototypeを作って⾒ました。 www.uni‐english.net

• 7⽉25⽇公開
• 各研究所の学⽣達に紹介し利⽤させると良いと思う。

2) ⼆⼈のアルバイト⽣が採⽤されている。
• コンテンツ作り
• ウェブインターフェース修正・機能拡張


